
令和５年２月８日  

烏 山 総 合 支 所  

危 機 管 理 部  

 

 

オウム真理教問題対策（状況）について 

 

 

１ 現地の状況 

信者の居住状況について、関係機関からの情報では、ＧＳハイム烏山（南烏山６－３０－

１９）に「ひかりの輪」信者５名程度が居住している模様である。 

 

２ オウム真理教問題講演会の開催結果 

  日  時  令和４年１２月９日（金）午後３時４５分～５時 

場  所  玉川区民会館「玉川せせらぎホール」 

  演  題  「オウム真理教問題を風化させない」 

  講  師  公安調査庁職員 

参加者数  １００名 

 

３ オウム真理教対策関係市区町連絡会の要請行動 

 日  時  令和４年１２月２０日（火）午後５時～５時４５分 

  要 請 先    法務大臣、公安調査庁長官 

  要請内容  別紙１及び別紙２のとおり 

  参 加 者  足立区長をはじめ、市区長連絡会の自治体担当者及び足立区、世田谷区、石

川県金沢市、滋賀県甲賀市の住民協議会代表、国会議員や都・区議会議員な

ど４２名 

 

４ その他 

 （１）「アレフ」に対する公安調査庁の再発防止処分請求 

公安調査庁は１月３０日、「アレフ」が団体規制法で定められている報告すべき事項の

一部を報告しておらず、度重なる指導にも応じないため、無差別大量殺人行為に及ぶ危

険性の程度を把握することが困難になっていることから、令和３年１０月以来２回目の

再発防止処分を公安審査委員会に請求した。請求が認められた場合には、施設の使用や

金品等の贈与を受けることが６か月間禁止され、活動が大幅に制限される。 
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要 請 書 

 

オウム真理教（アレフ、ひかりの輪、山田らの集団）対策は、「無差別大量殺人行

為を行った団体の規制に関する法律」（以下「団体規制法」という。）に基づく国の

対応が前提ですが、いまだ、地域住民の不安は払拭されず生活の平穏が脅かされてい

ます。 

オウム真理教対策関係市区町連絡会は、地域住民の不安解消を図るため、当該団体

の活動に対する規制を強化するとともに活動停止・解散に向けた、以下の事項につい

て法整備を行い、適切な措置を講ずるよう要請いたします。 

  

１ 団体規制法に基づく、観察処分を更新すること。併せて、団体規制法の観察 

処分について、「３年を超えない期間を定めて処分を行うことができる」としてい 

るが、この観察処分の期限を撤廃すること。 

２ 観察処分を受けた団体が不動産を取得する場合（借受を含む）は、いかなる名義

を問わず、団体規制法第８条を適用し禁止すること。 

３ 裁判所が執行する不動産競売への入札について、団体規制法第８条第１項第７号

の規定に基づき、規制対象団体の役職員及び構成員は参加できないようにすること。 

 また、役職員及び構成員であることが判明した場合は、裁判所が売却を不許可と

する処分を行うか、売却許可後であっても公安審査委員会または公安調査庁や地方

公共団体等から売却許可の取り消しの申し立てができるよう法整備を行うこと。 

４ 観察処分を受けた団体に対し、その活動および施設に関する情報を関係自治体に

開示するよう義務付けること。 

５ 団体規制法に解散命令の規定を設けること。 

６ 観察処分を受けた団体が、団体規制法第５条で定められている報告すべき事項を

報告しない場合は、公安調査庁は、速やかに公安審査委員会に再発防止処分の請求

を行うこと。 

７ 麻原彰晃こと松本智津夫元死刑囚の遺骨について、その引き渡しを求める訴訟が

提起されたことを承知しているところ、遺骨をめぐる問題が大きな社会不安に発展

しないよう万全を期すこと。 

 

令和４年１２月２０日 

法 務 大 臣  齋 藤 健 様 

               オウム真理教対策関係市区町連絡会 

               会長（足立区長） 近 藤 や よ い 
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要 請 書 

 

オウム真理教（アレフ、ひかりの輪、山田らの集団）対策は、「無差別大量殺人行

為を行った団体の規制に関する法律」（以下「団体規制法」という。）に基づく国の

対応が前提ですが、いまだ、地域住民の不安は払拭されず生活の平穏が脅かされてい

ます。 

オウム真理教対策関係市区町連絡会は、地域住民の不安解消を図るため、当該団体

の活動に対する規制を強化するとともに活動停止・解散に向けた、以下の事項につい

て法整備を行い、適切な措置を講ずるよう要請いたします。 

 

１ 団体規制法に基づく、観察処分を更新すること。併せて、団体規制法の観察 

処分について、「３年を超えない期間を定めて処分を行うことができる」としてい 

るが、この観察処分の期限を撤廃すること。 

２ 観察処分を受けた団体が不動産を取得する場合（借受を含む）は、いかなる名義

を問わず、団体規制法第８条を適用し禁止すること。 

３ 裁判所が執行する不動産競売への入札について、団体規制法第８条第１項第７号

の規定に基づき、規制対象団体の役職員及び構成員は参加できないようにすること。 

 また、役職員及び構成員であることが判明した場合は、裁判所が売却を不許可と

する処分を行うか、売却許可後であっても公安審査委員会または公安調査庁や地方

公共団体等から売却許可の取り消しの申し立てができるよう法整備を行うこと。 

４ 観察処分を受けた団体に対し、その活動および施設に関する情報を関係自治体に

開示するよう義務付けること。 

５ 団体規制法に解散命令の規定を設けること。 

６ 観察処分を受けた団体が、団体規制法第５条で定められている報告すべき事項を

報告しない場合は、公安調査庁は、速やかに公安審査委員会に再発防止処分の請求

を行うこと。 

７ 麻原彰晃こと松本智津夫元死刑囚の遺骨について、その引き渡しを求める訴訟が

提起されたことを承知しているところ、遺骨をめぐる問題が大きな社会不安に発展

しないよう万全を期すこと。 

 

令和４年１２月２０日 

公安調査庁長官  和 田 雅 樹 様 

               オウム真理教対策関係市区町連絡会 

               会長（足立区長） 近 藤 や よ い 
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新
年
の
ご
挨
拶

　

烏
山
地
域
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
住
民
協
議
会

会 

長　

古
馬 

一
行

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
４
年
目
に
入
り
ま
す
。
皆
様

に
は
ご
不
自
由
な
生
活
か
ら
脱
却
し
、
日
常

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
の
か
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　

当
協
議
会
も
昨
年
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
抗
議
集
会

は
２
回
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
デ
モ
は
大

人
数
が
声
を
上
げ
る
と
い
う
事
で
自
粛
い

た
し
ま
し
た
。
オ
ウ
ム
対
策
住
民
協
議
会

ニ
ュ
ー
ス
も
世
田
谷
全
域
に
４
回
、
発
行
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
は
、
「
ひ
か
り
の

輪
」（
オ
ウ
ム
真
理
教
の
後
継
団
体
）
が
居

住
す
る
施
設
の
前
を
通
っ
て
も
信
者
の
姿
は

ま
ず
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
に
裏
の

道
を
行
く
と
上
祐
の
部
屋
以
外
は
洗
濯
物
も

干
し
て
あ
る
し
電
気
が
つ
い
て
い
た
り
し
て
、

や
っ
と
生
活
感
を
感
じ
ま
す
。

　

「
烏
山
を
オ
ウ
ム
真
理
教
の
拠
点
に
は

さ
せ
な
い
」「
脱
会
・
解
散
こ
そ
真
の
反
省

私
達
は
信
者
の
社
会
復
帰
を
待
っ
て
い
る
」

こ
れ
は
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
の
建
物
両
サ
イ

ド
に
あ
る
懸
垂
幕
の
文
言
で
す
。
20
数
年
前

に
作
っ
た
も
の
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
作
り

直
し
た
物
で
す
。
普
段
は
い
つ
も
見
慣
れ
て

い
て
考
え
た
り
し
ま
せ
ん
が
、
世
田
谷
区
の

応
援
も
本
当
に
強
力
だ
と
し
み
じ
み
思
い
ま

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
応

援
が
あ
っ
て
我
々
の
活
動
が
出
来
て
い
る
と

い
う
事
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

麻
原
の
遺
骨

　

さ
て
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
問
題
の
中
で
浮

上
し
て
き
た
の
は
、
死
刑
に
な
っ
た
麻
原
の

遺
骨
の
問
題
で
す
。
麻
原
の
遺
骨
は
死
刑
執

行
の
後
、
府
中
の
焼
き
場
で
荼
毘
に
付
さ
れ
、

東
京
拘
置
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遺

骨
は
死
刑
執
行
前
に
麻
原
に
確
認
す
る
と
、

四
女
を
指
名
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
女

は
遺
骨
を
海
に
散
骨
し
た
い
と
話
し
て
い
た

よ
う
で
す
。　

　

麻
原
と
妻
の
間
に
は
二
男
、
四
女
が
お
り
、

そ
の
内
、
長
女
と
四
女
は
教
団
か
ら
離
れ
て

い
ま
す
。
当
初
、
長
男
に
麻
原
後
継
を
考
え

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
途
中
で
次
男
に
方
向

転
換
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
長
男
、
次

女
、
三
女
が
、
単
に
遺
骨
を
家
族
と
し
て

持
っ
て
い
た
い
と
主
張
し
、
次
女
が
代
表
と

な
っ
て
遺
骨
を
受
け
取
る
の
は
私
で
あ
る
と

裁
判
を
起
こ
し
、
最
高
裁
ま
で
争
っ
て
21
年

７
月
に
勝
訴
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
遺
骨
が

引
き
渡
さ
れ
な
い
の
で
、
再
度
22
年
10
月
に

遺
骨
と
遺
髪
の
引
き
渡
し
を
求
め
て
裁
判
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
、
一
度
渡

し
た
遺
骨
が
家
族
の
元
へ
と
言
っ
て
も
結
局
、

ア
レ
フ
や
山
田
ら
の
集
団
に
渡
り
、
そ
こ
に

作
っ
た
お
墓
が
聖
地
と
な
り
、
益
々
オ
ウ
ム

真
理
教
を
強
固
な
も
の
に
し
、
活
発
化
し
か

ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
法
務
省
に
は
厳

し
い
裁
判
だ
と
思
い
ま
す
が
、
奮
闘
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
支
援

機
構
の
副
理
事
長
の
中
村
裕
二
氏
が
国
に
対

し
て
、
遺
骨
を
渡
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う

要
請
書
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
当
住
民
協
議

会
に
対
し
て
も
協
力
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要

請
が
あ
り
、
快
諾
い
た
し
ま
し
た
。
我
々
が

で
き
る
こ
と
は
ほ
ん
の
僅
か
で
す
が
、
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し
て
、

普
通
の
生
活
に
戻
り
、
住
民
協
議
会
も
通
常

の
活
動
に
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
20
日
、
午
後

５
時
よ
り
「
オ
ウ
ム
真
理
教
対

策
関
係
市
区
町
連
絡
協
議
会
」

は
、
地
域
住
民
の
不
安
解
消
を

図
る
た
め
、
オ
ウ
ム
真
理
教

(

ア
レ
フ
・
ひ
か
り
の
輪
・
山

田
ら
の
集
団)

の
活
動
に
対
す

る
規
制
の
強
化
と
活
動
停
止･

解
散
に
向
け
た
法
整
備
を
行
う

よ
う
要
請
書
を
齋
藤
健
法
務
大

臣
と
和
田
雅
樹
公
安
調
査
庁
長

官
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

要
請
行
動
に
は
、
全
国
26
市

区
町
が
加
盟
し
て
い
る
連
絡
協

議
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
議

員
連
盟
、
住
民
協
議
会
か
ら
石

川
県
金
沢
市
、
滋
賀
県
甲
賀
市
、

足
立
区
、
世
田
谷
区
の
４
団
体

も
同
行
し
、
総
勢
42

名
も
の
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。

　

法
務
大
臣
と
公
安

調
査
庁
長
官
と
の
懇

談
で
は
、
議
員
連
盟

か
ら
も
、
地
域
住
民

の
不
安
が
払
拭
さ
れ

る
よ
う
に
住
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、
風
化

を
防
ぎ
、
国
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
よ

う
に
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
各
住
民

協
議
会
か
ら
も
、
安

全
な
街
づ
く
り
に
向
け
、
住
民

は
監
視
活
動
を
継
続
し
、
我
々

の
代
で
こ
の
活
動
を
終
わ
り
に

す
る
た
め
に
も
法
整
備
を
強
化

し
て
欲
し
い
。
麻
原
彰
晃
こ
と

松
本
智
津
夫
元
死
刑
囚
の
遺
骨

の
引
き
渡
し
を
め
ぐ
る
問
題
が

大
き
な
社
会
不
安
に
発
展
し
な

い
よ
う
万
全
を
期
し
て
欲
し
い

と
訴
え
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
末
で
７
回
目

の
観
察
処
分
の
期
限
が
終
了
し

ま
す
。
要
請
書
に
も
、
こ
の
観

察
処
分
の
期
限
を
撤
廃
す
る
事

を
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要

請
行
動
が
、
法
整
備
へ
向
け
て

一
日
で
も
早
く
実
る
よ
う
に
切

に
願
い
ま
す
。

オウム真理教対策住民協議会ニュース  203号（1月号） 全区版 令和5年1月30日

法務大臣、公安調査庁長官に要請

烏山地域
オウム真理教対策
住民協議会

▲要請書を近藤足立区長から齋藤法務大臣に手渡す
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協議会ホームページアドレス　http://www.kyogikai.jp

この協議会ニュースは、皆様の募金により発行されています。

本紙についてのお問い合わせ：世田谷区南烏山6-22-14　烏山総合支所内住民協議会  電話 03（3326）1202・FAX 03（3326）1050

第45回 抗議集会･学習会を開催

＊これまで知らなかった事件もあり、生々
しい逮捕現場の話はなかなか聞ける話で
はないと思う。信者（若い人々）の中には
後悔している人もいたとか。自分が作らさ
れている部品が何になるか知らなかった
等、当時の状況が浮き上がってきた。
＊犯行当時のオウムがどのような状態だった

か、そこで何があったのかを生々しく講演
していただき改めてマインドコントロール
された集団の危険さを実感した。再びあ
の様な犯罪が起きないように、当時の事を
振り返り学習するのは意義あると感じた。
＊捜査・取り調べの経過の詳細は、今も続
く宗教絡みの被害の予防にも生かされる
大変貴重な情報と感じた。
＊世の中の記憶も薄れあの大変な事件も知
らない人も増えてきましたが、これからも
活動を続けてください。
＊コロナ禍の中での活動御苦労さまです。
初めての参加ですが、この活動があるか
らこそ今があります。カルト集団がなくな

る事を願っています。
＊本当に頭が下がる思いです。私はひかり
の輪の脱会支援をしていますが、今でも相
談はあり、オウムの頃とたいして変わらな
い実態があります。監視活動は必要です。
＊教団の人からは住民の目が一番いやな事
だと思います。引き続き活動は続けたほ
うが良いと思います。
＊オウム対策は忘却とのたたかいである事
を集会の度に感じます。今年は世紀に渡
り国民の心・体・金をしぼり取っている宗
教団体がようやくクローズアップされまし
たので、この気運を利してオウム対策も
一気に動かせればと切に願います。

【学習会・実施日】	 令和４年１１月１２日（土）

【参加回数】 	 ・初めて（19）	 ・２回目（13） 

・３回目（9）	・４回目（3） 	 ・５回目（4）

・６回目（0）	・７回目（1）	 ・８回目（2） 

・９回目（0）	・ 10回以上（21）　（ ）内は人数

〜 以下、学習会アンケートから一部抜粋 〜

　昨年11月12日、今年度2 回目の抗議集会・学

習会を烏山区民センター前広場とホールで165

名もの参加を得て実施しました。

　5月に引き続き新型コロナウイルスの感染対

策としてデモは行わず広場で抗議文を読み上げ、

古馬会長と保坂世田谷区長や下山世田谷区議会

議長、中村区議会特別委員会委員長と共に、ひか

りの輪の居住施設に抗議文を投函しました。

　その後ホールでは、警視庁捜査一課でオウム

真理教の起こした一連の事件捜査に直接携わった、元刑事の

原雄一氏による学習会を行いました。

　事件の始まりは平成元年 11月 4日、横浜の坂本堤弁護士一家

殺害事件で、数々の証拠があったにも拘わらず当時は失踪事件とし

て扱われたこと、それ以降の松本サリン事件など種々の化学兵器

や薬物を使った事件を具体的に例示されました。

　平成 7年 3月20日の地下鉄サリン事件では、霞ヶ関駅を通過す

る地下鉄３路線５車両にサリンが撒かれ、警視庁の屋上で直ぐ

に「サリン」だと解析した様子が語られました。また、事件の翌日

から捜査開始となった過程や麻原逮捕当日の第 6サティアンでの状

況など生 し々い様子が紹介されました。

　麻原の逮捕後、拘置所周辺に住民票を虚偽異動した信者もいま

した。平成24年に特別手配の３人が逮捕され、一連の事件が終結

を迎えました。

　最後に、オウム真理教はこの様な危険な事件を起こした団体だった

と知ってほしいと結びました。

抗　　議　　文
　オウム真理教が烏山に移り住んで２２年が経とうとしている。オウムか
らアレフに名前を変え、そして更にひかりの輪として分裂し活動を続け
ている。ひかりの輪はアレフとは違った活動だというが、アレフの元代
表が言うことを信じられる訳がない。観察処分からの言い逃れとしか聞
こえない。我々は、コロナ禍でも監視活動を止める事はない。６５００人
もの被害者を出した地下鉄サリン事件を忘れることはないからである。
　コロナ禍でひかりの輪はネットを使った布教に力を入れているようだ。
自分の説法を動画配信している。こうした手法は道場に信者を集めて、
その様子を多くの視聴者に流すから効果があるのだ。自分は道場に居
て、ネットだけの説法では、興味を持つ人がいたとしても初めだけで、
次第に飽きられてしまうだろう。
　ここ数年で福岡の道場と千葉県鎌ヶ谷の道場を閉鎖した。道場と
言っても信者が生活しながら、隣の部屋で布教活動をする場だ。そこ
にかかる費用は部屋代と水道光熱費で、その道場を閉鎖するという事
は、収入に繋がる信者が減り、道場を維持する費用も賄えないという
事の現れだ。信者の数も、表向きの数字からかなり落ち込んでいるの
だろう。
　いつまでこのような生活を続けるのか。早く解散したらどうか。それ
ぞれが自分の実家へ帰ってもう一度やり直せばいい。我 も々このコロナ
禍が終われば、今より強い監視と抗議活動を続けて行く。
　今後もひかりの輪が、このまま活動を続けるのであれば、我々は解散・
解体するまで粘り強く闘うことを宣言する。
　令和４年１１月１２日
　　　　　　　　　　　　　　烏山地域オウム真理教対策住民協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　古　馬　一　行

−訃報−	 当協議会名誉会長の倉本俊幸氏が令和５年１月４日にご逝去されました。享年 93歳。
	 謹んで心よりご冥福をお祈り申し上げます。

「オウム真理教捜査を振り返って」

5


